
自動走行になります。もちろん、車掌
しゃしょう

さんはいません。昔か

らすれば考えられない革新
かくしん

です。そう言えば、自動車の分野

でも自動運転化の研究が進んできましたね。また、私の家の

近所にある回転
かいてん

寿司
ず し

のお店では、最近、白い色をしたロボット

がお客様を出迎
で む か

えるようになりました。順番
じゅんばん

札
ふだ

をくれます。

おそらく、これから先の社会で生きていく皆さんには、「人

間にしか出せない答、人間にしかもてないコミュニケーション

力」がいっそう求
もと

められるようになると思います。そんな社会

で立派に生きていく基礎力とするため

に、ぜひともしっかりと勉強してほしい

と思います。そして、一人でも多くの人

と関
かか

わり、行事や仕事・活動に全力で取

り組んでください。

中学校の授業内容は日を追うごとに

どんどん難しくなります。でも、それは

どんどん頂上に近づいているからです。

志村三中の先生たちは、難しい内容を

簡単
かんたん

なものに変えることはできません

が、「分かりやすく、楽しく」教えること

はできます。頑張ってついてきてくださ

い。そして、学んだことを定着させるた

めに、毎日、自分から復習しましょう。

最後になりましたが、４月１日に練馬

区から着任しました山田敏久です。国語

科です。よろしくお願いいたします。

知・徳・体

校長  山田 敏久

新緑の息吹が感じられる、晴天の入学式でした。135名の新

入生を迎え、合計414名の仲間が、元気に平成30年度のスタ

ートを切ることができたことを、とても嬉しく思っています。

また、入学式では、多くの保護者の皆さま、地域の皆さま

からご祝福をいただきました。改めまして御礼申し上げます。

生徒の夢や希望、そして保護者・地域の方々の願いを受け止

め、教職員がチーム一丸となって生徒を育ててまいります。

お力添えをどうぞよろしくお願いいたします。

さて、入学式でお話をしましたように、中学校とは、将来、

自立した大人として社会で生きていくために、「心と身体
か ら だ

と夢」

を育てる場所です。昔から「知
ち

・徳
とく

・体」とも呼ばれるものです。

大切なことですから、年度当初に当たってもう一度確かめた

いと思います。

「心」は人の基本部分です。相手を思いやる優しい気持ち、

苦しい困難や辛い努力を乗り越えられる強さや忍耐力
にんたいりょく

、そし

て、正しい判断力とか責任感、礼儀などです。「身体
か ら だ

」とは、運

動に親
した

しみ、元気な体を作りましょうということですが、加

えて、行動力を身に付けてほしいという願いがこめられてい

ます。口で立派なことを言うだけでは信頼されません。体を

動かして実行することが大切なのです。「身体
か ら だ

を育てる」とは、

そういうことです。最後に「夢」ですが、これは勉強です。「努

力」と言ってもいいかもしれません。この３つをバランスよく

育てるために、学校

があります。

私は毎日、巣
す

鴨
がも

駅

から都営
と え い

三田
み た

線
せん

の電

車で蓮根
は す ね

駅まで通勤
つうきん

しています。ご存知のよ

うに、三田線の電車は自

動運転ですから、運転士

さんはドアを閉めたら

発車ボタンを押すだけ

です。あとは次の駅まで

進取
板橋区立志村第三中学校

学校だより第１号

平成３０年４月１８日発行

[蓮根] 小中連携学びのエリア（志村第三中・志村第六小・蓮根小・蓮根第二小）

■
誓
い
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 

１
年
男
子

た
く
さ
ん
の
期
待
が
あ
る
反
面
、
不

安
に
思
う
こ
と
も
、
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
中
学
校
は
た
っ
た
の
三

年
間
で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
三
年
間
は
、
自
分
の
進
路
を
決
め
る

大
切
な
時
間
と
も
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
こ
の
志
村
第
三
中
学
校
で
の
生
活
を
、
精
一
杯
楽
し

み
な
が
ら
も
、
後
悔
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

僕
た
ち
新
入
生
一
同
は
、
ど
ん
な
時
に
も
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
言
動
に
責
任
を
も
ち
、

何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
と
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
、
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。（
＝

抜
粋
・
新
入
生
代
表
）

■
尊
敬
さ
れ
る
二
年
生
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
年
男
子

私
た
ち
は
他
学
年
か
ら
頼
も
し
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

生
徒
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
二
学
年
の
み
な

さ
ん
、
後
輩
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力

し
、
日
々
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
明
日
か

ら
入
学
し
て
く
る
一
年
生
に
尊
敬
さ
れ
る
先
輩
と
し
て
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
＝
抜
粋
・
２
年
生
代
表
）

■
ま
と
ま
っ
た
最
上
級
生
に

 
 
 
 
 

３
年
男
子

一
学
期
は
最
上
級
生
に
な
っ
て
最
初
の
学
期
。
新
し
い

ク
ラ
ス
で
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、
課
題
を
直
す
良
い
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
運
動
会
や
修
学
旅
行
、
文
化
祭
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
中
学
生
と
し
て
の
最
後
の
行
事

を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
成
功
さ
せ
、
ま
た
良
い
思
い
出
と

し
て
残
せ
る
よ
う
に
、
学
年
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
＝
抜
粋
・
３
年
生
代
表
）

■
今
年
も
力
を
合
わ
せ
て

 
 

 
 
 
 
 

６
組
女
子

６
組
は
、
一
人
一
人
が
個
性
的
で
、
み
ん
な
笑
顔
が
た

く
さ
ん
の
、
明
る
い
ク
ラ
ス
で
す
。
連
合
遠
足
や
連
合
移

動
教
室
、
連
合
球
技
大
会
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の

生
徒
と
の
交
流
も
で
き
る
の
で
、
い
い
刺
激
に
な
り
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
今
年
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

最
後
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。（
＝
抜
粋
・

６
組
代
表
）

１年 男子 女子 合計

1-1 17 16 33
1-2 16 16 32
1-3 17 16 33
1-4 17 15 32
1-6 3 2 5
合計 70 65 135

２年 男子 女子 合計

2-1 17 18 35
2-2 17 18 35
2-3 17 18 35
2-4 17 18 35
2-6 1 1 2
合計 69 73 142

３年 男子 女子 合計

3-1 18 16 34
3-2 19 15 34
3-3 19 15 34
3-4 18 15 33
3-6 1 1 2
合計 75 62 137

男子 女子 合計

214 200 414
合計

平成30年度生徒数
H.30.4.9 



ｚ

■４月-5月のおもな予定■

4/21 日(土) 土曜授業プラン
保護者会(全)

4/23 日(月) 生徒朝礼
心臓検診(1)(3)13:10～

4/24 日(火) 連合遠足(清水公園)6 組
4/25 日(水) 内科検診(2)9:00～
4/26 日(木) 区ふりかえり調査(1)(2)

専門委員会
4/27 日(金) 離任式
5/ 1 日(火) 開校記念日(登校日)

夏服移行期間 始
PTA 委員総会16:00-

5/ 2 日(水) 身体計測
5/ 7 日(月) 全校朝礼

部活動の日
定期考査1 週間前

5/11 日(金) 生徒総会⑤⑥
教育実習 終(養護)

5/14 日(月) 中間考査
5/15 日(火) 中間考査・尿検二次
5/16 日(水) 歯科検診9:00-
5/17 日(木) 専門委員会

運動会実行係会議
5/18 日(金) 耳鼻科検診

(2-1/2-2/3-全)
5/19 日(土) 土曜授業プラン

PTA 総会
進路説明会(3)

5/21 日(月) 生徒朝礼
教育実習 始(社会)
眼科検診(1)(2)
Hyper QU(1)(2)

5/22 日(火) 耳鼻科検診 13:30～
(1-全/2-3/2-4/6 組)

5/29 日(火) 総体開会式
5/30 日(水) 運動会予行①～④

は
じ
め
ま
し
て

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

■

志
も
新
た
に
取
り
組
み
ま
す

家
庭
科

島

京
子

４
月
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
島
京

子
と
申
し
ま
す
。
教
科
は
家
庭
科
、
３

年
３
組
担
任
、
部
活
動
は
家
庭
科
部
を

担
当
し
ま
す
。
始
業
式
で
の
元
気
な
挨

拶
、
し
っ
か
り
話
を
聞
く
姿
勢
、
率
先

し
て
仕
事
に
取
り
組
む
一
人
一
人
の
姿

に
、
校
訓
の
『
進
取
』
が
表
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
志
村
第
三
中
学
校
の
一

員
と
し
て
、
志
を
新
た
に
し
て
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
事
に
も

協
力
し
、
そ
し
て
一
緒
に
学
ぶ
気
持
ち

で
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
３
年
３
組
担
任
）

◆ 
 

◆ 
 

◆

■

心
身
を
育
て
る
た
め
に

保
健
体
育
科

宮
田
尚
美

保
健
体
育
科
・
１
学
年
主

任
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問

の
宮
田
尚
美
で
す
。

志
村
地
区
に
は
縁
が
あ
り

ま
し
て
、
前
任
校
は
志
村
四

中
で
し
た
。
経
緯
は
、
北
区

→
志
村
五
中
→
志
村
二
中
→

志
村
四
中
→
志
村
三
中
で

す
。
４
月
か
ら
こ
の
志
村
三

中
に
着
任

し
、
学
校
の

先
生
方
・
職

員
の
方
々

に
大
変
親

切
に
い
ろ

い
ろ
な
こ

と
を
教
え

て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

初
め
て
生
徒
に

会
う
こ
と
が
で

き
た
始
業
式
の

日
に
生
徒
の
登

校
の
様
子
を
見

て
感
心
し
た
こ

と
は
、〈
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
・

品
の
あ
る
雰
囲
気
・
し
っ
か
り
し
た
雰

囲
気
〉
で
す
。

校
訓
「

進
取
」
の
精
神
の
も
と
、
心
身

を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
１

学
年
主
任
）

◆ 
 

◆ 
 

◆

■

生
徒
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う

英
語
科

藤
野

康
明

今
年
度
、
多
摩
市
よ
り
赴
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
教
員

生
活
８
年
目
で
３

年
生
を
送
り
出

し
、
今
年
１
年
生

と
と
も
に
新
た
な

気
持
ち
で
志
三
中

生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
み
ん
な
、

素
直
で
元
気
が
あ

り
、
毎
日
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
っ
て
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

英
語
の
授
業
が
好
き
で
、
研
究
や
分
析
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
任
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
部

を
担
当
し
、
今
年
度
も
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
１
年
２
組
担
任
）

◆ 
 

◆ 
 

◆

■
進
取
の
気
持
ち
で

英
語
科

徳
田

伸
明

初
め
ま
し
て
。
新
規
採
用
と
し

て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
一
学
年

の
副
担
任
、
教
科
は
英
語
科
で
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
担
当
し
ま
す
。

志
三
中
の
生
徒
た
ち
は
、
登
下
校
時
や

廊
下
で
す
れ
違
う
時
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
し
っ
か
り
と
挨
拶
が
で
き
て
い
る
な
と

感
心
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
素
敵
な
生
徒
た

ち
の
い
る
志
三
中
に
来
る
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
自
身
、一
年
目
と
し
て
周
り
の
教
職
員

の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
生
徒
と
と
も

に
「

進
取
」
の
気
持
ち
を
も
っ
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
１
学
年
副
担
任
）

■
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す

社
会
科

堀

響
一
郎 

 
 
 

志
村
三
中
の
み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。

素
敵
な
校
舎
で
、
新
た
な
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
野
球
を
し
て
い
ま
し
た
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
一
筋
で
す
。
全

力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
１
年
６
組
担
任
）

平成30年4月1日　

種類 職・教科等 氏名

退職 校長 一ノ瀬 秀治

副校長 鳥居 克己

副校長 秋山 幹雄

主任教諭・英語 吉永 美穂

教諭・数学 伊藤 要輔 

教諭・保体 渡邉 めぐみ

教諭・技術 荒木 佑典

教諭・家庭 佐々木 利枝

教諭・社会 堀　 勇太

異動 巡回指導講師 盛田 妃香莉

退職 非常勤教員 田村 隆雄

校長 山田 敏久 練馬・大泉西中学校

指導教諭・家庭 島　 京子 板橋・板橋第一中学校

主任教諭・保体 宮田 尚美 板橋・志村第四中学校

教諭・英語 藤野 康明 多摩・多摩中学校

教諭・英語 徳田 伸明 (新規採用)

教諭・社会 堀 響一郎 (新規採用)

　　　　　　　　教職員の退職・異動　　　　　

転出

満了

板橋・大原生涯学習ｾﾝﾀｰ

転出入先等

小平・小平第六中学校

荒川・尾久八幡中学校

板橋・上板橋第二中学校

(任用終了)

(任用終了)

千代田・神田一橋中学校

異動
板橋・上板橋第一中学校

江戸川・松江第六中学校

転入
着任

板橋区役所

(退職)

校長  山田 敏久

副校長  森泉 香織

担任 氏名 担任 氏名 担任

国語 1-1 小田島 雅子 2-2 鈴木 莉花 3-2

社会 1副 小倉 隆太郎 2-1 鈴木 啓之 3副

甲斐 佑紀美 3-1

大山　 和 3-4

理科 梅崎 智之 2主 北村 幸広 3副

音楽 1-4

美術 1-3

保体 1主 黒田 裕也 2副

技術 嶋村 正人 2副

家庭 島　 京子 3-3

1-2 根本　 愛 2-4 神田 千景 3主

1副

特支 1-6
浅井 一人

(保体)

2-6

特主

野中 諒子

(保体)
3-6

養護

栄養士

事務

介添員

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

ＡＬＴ

 教務主任  北村 幸広

 生活指導主任  鈴木 啓之

 進路指導主任  甲斐 佑紀美

 保健主任  宮古 正子

 いじめ対策推進教師  藤野 康明

 特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  黒田 裕也

 道徳教育推進教師  小田島 雅子

用務業務 　(株)エム・ワイ・カンパニー

巡回指導講師   村山 こず恵

　Andrew Belliveau

堀 響一郎

(社会)

黒田 　操

 羽山 亜希子　 福島 千秋　　長谷川 眞樹子

図書司書 　和田 麻衣

宮古 正子

非常勤講師

学習指導講師

　板倉 尚子(理)・宮﨑 優美(理)

　吉崎 桂太(保体)・小野寺 美和子(音)

　鈴木 彩乃(英)・本間 健寛(数)

　木幡 久敬・保延 陽太・堀内 久仁子

　小林 麻子

　給食業務
　荒井 伸夫・伊藤 寿朗・菅野 みき

　田所 浩樹・深井 良子

大木 健正

英語

道下 真希

徳田 伸明

氏名

藤野 康明

小川　 徹

平成30年度　　学校経営組織表

第1学年

数学

第2学年 第3学年
教科等

田村 久子

宮田 尚美

2-3

市村　 実

大野 佳菜


